経営情報学会2005年春季全国研究発表大会原稿テンプレート

The template file for the proceeding of JASMIN2005
早稲田太郎†　　早稲田次郎†　　早稲田三郎‡
 Taro WASEDA†    Jiro WASEDA†    Saburo WASEDA‡
†早稲田大学 大学院理工学研究科
‡早稲田大学　理工学部

†Graduate School of Science and Engineering, Waseda Univ.

‡School of Science and Engineering, Waseda Univ.

要旨:

この部分に和文要旨を書いてください（目安は300字程度）．

Abstract: 

この部分に英文要旨を書いてください（目安は100語程度）．

1. はじめに

JASMIN2005では，PDF原稿をWEB経由で提出して頂きます．このファイルは，Microsoft Word （以下，MS-WORD）用の簡単なテンプレートになっています．MS-WORDで論文を作成される方は原則的にこのフォーマットにしたがってください．なお，この書式の余白や文字領域については変更しないでください．

2. テンプレートについて

このテンプレートでは，用紙サイズ(A4)，余白(上余白20mm，下余白20mm，左右余白20mm)が適切に設定されています．

論文題目，著者，所属は，レイアウト枠中で記載します（ただし，英文の著者と所属の記載は省略可能です）．本文は，2段組の設定がなされています．

なお，第１ページに記入すべきヘッダは予稿集編集時に大会実行委員側で設定致しますので，何も記入しないでください．

3. PDF原稿の作成

MS-WORDを用いる場合，Adobe Acrobat Distiller によってPDF原稿が作成できます．

なお，PDF作成時にロックをかけないようお願い致します（標準の設定ではロックをかけないように設定されています）．

4. PDF原稿の提出先・締切

提出先 

http://www.jasmin.jp/activity/zenkoku_taikai/2005_waseda/

の予稿提出ページからPDF形式で原稿を提出してください．

締切　 2005年4月25日(月)

上記のWEB経由以外では，原稿は受け付けません．

5. 本文の書き方

本文は原則として2段組（目安は1行あたり22字）でお書きください．ただし，図表の配置などの関係でうまく行かない場合は，1段組みでも構いません．その場合は1行あたり46字（目安）でお書きください（別のフォームを用意しています）．また，本テンプレートはA4サイズです．予稿集用に印刷するときにはB5サイズに縮小されることに注意してください．

5.1. フォントについて

JASMIN2005において，用いるフォントは原則としてこのテンプレートに倣ってください．

フォントの種類：

このテンプレートでは，和文は見出しのみMSゴシック（太字），その他は明朝体．英文はすべてTimes New Romanとしています．

フォントのサイズ：

タイトル（日本語）17ポイント

タイトル（英語）　15ポイント

著者名　          11ポイント

概要（Abstract）　 10ポイント

本文　            11ポイント

5.2. 図表について

図表の番号は，次頁の例を参考に図1，表1などとしてください．

図はカラーでも結構ですが，印刷はモノクロとなります．カラーの図は，モノクロ印刷となることを考慮して作成してください．

２段組で原稿を作成した場合でも，本文中の図表は，２段にまたがってもかまいません． 図がうまく所定の位置に入らない場合は，まずマウスで図を選択し，右クリックでメニューを出し，下から２番目の「図の書式設定」を選び，その中の「レイアウト」を選んで，「四角」を選択するとうまくいくはずです．

図表の作成例：
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図1　図の例

表1　表の例

	Part
	Font size (point)

	Title (Japanese)
	17

	Title (English)
	15

	Author
	11

	Abstract
	10

	Body
	11



5.3. 数式について

数式は原則として，MS-WORDに組み込まれている数式エディタを使ってください．以下にサンプルを示します．
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(1)

数式にはこの例のように右隅に番号をつけてください．

5.4. 参考文献について

参考文献は文中で引用された順に番号を付けることとし，かぎカッコで[1]，[2]，[3]などと記載してください．

雑誌は，このテンプレートの例の[1]，[2]に倣ってください．

著書は，このテンプレートの例の[3]，[4]に倣って，和・英文ともに，著書名，書名，発行社名，発行年（西暦）の順に記載してください．

6. まとめ

以上，本テンプレートにしたがって原稿作成をお願いいたします．不明な点に関しましては，

jasmin-all@list.waseda.jp
まで，ご連絡ください．
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